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************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。皆さんは最近、ゆっくりと歩

いてみたことはありますか？ゆっくりと自分にとって適度なスピードで歩いているとき、私達

の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ごす中では見過ごしがちなものに気が付くことが

あります。月に一度「Andante」が届くたびに、皆さんがふっと一息つき、少しの時間だけでも

ゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇平成 31年 3月末の自殺者数(暫定値)[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より平成 31年 3 月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

平成 31年 3 月の北海道の自殺者数は 80人でした。また、全国の自殺者数は 1,771人、そのう

ち男性は 1,265人、女性は 506人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 平成 31年 3 月末と平成 31年 2月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H31 年 3月＜北海道  80 人、全国 1,771人、全国(男性) 1,265人、全国(女性)  506 人＞ 

H31 年 2月＜北海道  82 人、全国 1,587人、全国(男性) 1,101人、全国(女性)  486 人＞ 

前  月  比＜北海道  -2人、全国  +184人、全国(男性) +164 人、全国(女性)  +20 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 



平成 31年 3 月の自殺者数は、前月比では、全国・全国男性・全国女性において増加、北海道に

おいて減少でした。都道府県別では、自殺者数が増加したのは 28、減少したのは 16、変化なし

は 3でした。 

 

2. 平成 31年 3 月末と平成 30 年 3月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H31 年 3月＜北海道  80 人、全国 1,771人、全国(男性) 1,265人、全国(女性)  506 人＞ 

H30 年 3月＜北海道  99 人、全国 2,005人、全国(男性) 1,435人、全国(女性)  570 人＞ 

前 年 比＜北海道 -19人、全国  -234 人、全国(男性)  -170人、全国(女性)  -64 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

前年同月比では、北海道・全国・全国男性・全国女性において減少でした。また、都道府県別

でみると、自殺者数が増加したのは 15、減少したのは 32、増減なしは 0でした。 

 

◇平成 30年中の自殺者数（確定値）[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

Andante vol.115 で平成 30 年 1 月～12 月の自殺者数（速報値）についてご報告させていただき

ましたが、3 月 28 日に警察庁より「平成 30 年中における自殺の状況」として確定値が発表さ

れましたので、あらためてご報告させていただきます。 

以下に全国と北海道の年間自殺者数および北海道の月別自殺者数をまとめます。 

 

1.平成 30 年全国及び北海道の自殺者数の前年比 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

平成 30年 998 20,840 14,290 6,550 

平成 29年 1,001 21,321 14,826 6,495 

前 年 比 -3 -481 -536 +55 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

平成 30年の北海道の自殺者数は 998人で前年に比べ 3 人の減少、自殺死亡率は 18.8でした。 

全国の自殺者数は 20,840 人で前年比 481 人の減少、自殺死亡率は 16.5 でした。そのうち男性

の自殺者数は 14,290 人で前年比 536 人の減少、女性の自殺者数は 6,550 で前年比 55 人の増加

でした。 

 

2.平成 30 年北海道における月別自殺者数の前年比 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

         1月    2月    3月    4月    5 月    6 月 

平成 30年     71         64          99         83         94         89 

平成 29年     85         78          86         79        104     95 

前 年 比     -14         -14         +13         +4        -10     -6 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

         7月     8月    9 月    10 月    11月   12月 



平成 30年      95         83         76         91         74     79 

平成 29年      95     87     80     83     71     58 

前 年 比     +-0     -4      -4     +8     +3    +21 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

平成 30年に北海道で最も自殺者の少なかった月は 2月の 64人でした。逆に最も多かった月は

3 月の 99 人でした。前年比において最も自殺者が減少したのは、1・2 月の 14 人、逆に最も増

加したのは 12月の 21人でした。 

 

参考文献 

「平成 30 年中における自殺の状況」、2019、厚生労働省・援護局総務課自殺対策推進室 警察

庁生活安全局生活安全企画課 

 

【２】自殺について知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇日本財団 第 3回自殺意識調査◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

2019年 3 月、日本財団より「第 3回自殺意識調査」が公表されました。日本財団による意識調

査は 2016 年・2017 年・2018 年と行われており、今回取り上げるのは 2018年調査となります。

2016年調査についてはAndante vol.88で取り上げさせていただきました。 

日本財団は 2016 年に「日本財団いのち支える自殺対策プロジェクト」を立ち上げ、自殺対策実

践モデル作成や調査を行っています。第 3回目となる「自殺意識調査」もこのプロジェクトの

一環です。「日本全国における自殺念慮と自殺未遂の実態を明らかにすることで、自殺対策の必

要性について社会の機運を醸成し、自殺対策の推進に寄与すること」が目的とされています。

また、この調査の大きな特徴として、2016 年調査の回答者の追跡調査（注 1）を行っているこ

とが挙げられます。2016年調査の回答者が 2017年・2018年の 2年間でどのように変化したか

を明らかにし、2016年調査の回答と合わせて分析することで、どのような要因が個人の自殺念

慮・自殺未遂に影響するかを解明することも目的とされています。 

対象および有効回答数は、追跡調査分が全都道府県 20 歳以上の男女かつ第 2 回調査有効回答

者 15,362 件（有効回答率 74.9%）、補充調査分が全都道府県 18～22 歳以上の男女 3,126 件（有

効回答率 82.4%）となっています。期間は 2018年 11月 22 日（木）～12月 7日（金）、インタ

ーネット調査で「あなた自身に関するアンケート」として実施されました。 

以上の調査の結果、重要な知見として 10のファクトが挙げられています。 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜他の年代と比較した若年層（18~22歳）の意識＞ 

1. 「いざという時に何もしてくれない」「正直者がバカを見る」「希望が持てない」など日本

社会に対するイメージが悲観的 

2. 「自殺は個人の問題」ではないと考えている一方で、「自殺はしてはいけない」とは考えて

いない 

3. 「自己有用感」が低い 

 

＜若年層の自殺念慮・未遂を取り巻く状況＞ 



4. 若年層の自殺念慮・未遂の最大の原因として、それぞれ 4人に 1人がいじめと回答 

5. 「不登校」経験も若年層の自殺念慮・未遂に強く関連 

6. 若年層の 6割近くカウンセラーなど心理専門職への相談にレッテル貼りを恐れ、抵抗感 

7. 若年層の主要な相談相手は両親・祖父母、友人、恋人 

8. 孤独を感じたときは、積極的に知った相手と接触を図ることが自殺リスクの低減につなが

る 

 

＜追跡調査からみえた自殺予防政策上の課題＞ 

9. 昨年回答時点の自殺念慮者の 3人に 2人、自殺未遂者の 10 人に 7~8 人で、状況は改善され

ず継続 

10. 自殺念慮のリスクが高い持病として摂食障害、てんかん 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

今回、10 のファクトについての詳しい説明や調査方法、調査対象、調査項目などについてのよ

り具体的な内容については紙面の都合上省かせていただきました。それらについては日本財団

のホームページで資料が公開されておりますので、そちらでご確認ください。 

 

注 1）「追跡調査（パネル調査）」とは・・・同一人物に対して継時的に同一の項目を尋ねること

で時系列変化を把握する調査であり、自殺念慮や未遂の要因を探ることができる。 

 

参考文献 

「日本財団第 3 回自殺意識調査 報告書」、2019、日本財団いのち支える自殺対策プロジェクト 

 

【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日                 9:00～21:00 

土曜日曜祝日（12月 29日～1月 3日を除く）   10:00～16:00 

Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりづらい状態になりますがご了承ください。 

 

◇ HP・携帯版HP をご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターの HP を開設しています。最新の北海道の状況を掲載してお

り、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。 

パソコンHP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

 

また、携帯電話で見ることができる携帯版 HP も開設しています。警察庁および北海道警察か

ら公表された統計資料をもとに、北海道における自殺の状況を掲載しています。こちらも併せ

てご覧ください。 

携帯HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm 

 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm


【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

雪は溶け、木は蕾をつけ、いよいよ春らしい気温になってきました。別れの寂しさと出会いの

わくわくもありますが、それ故に心労も一入（ひとしお）です。心身共に健康を保つようご留

意ください。 

さて、いよいよ警察庁確定値、「地域における自殺の基礎資料」確定値の更新がありました。

Andante ではしばらくこのあたりのデータ提供が主になると思います。推進センターページ内

のデータ更新も少しずつ進めておりますので、どうぞ楽しみにお待ちください。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.119は、2019年 5月末に配信予定です。 

 

 

                                                    ＊お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                       Tel 011-864-7121 

                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

